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04/09・世界のテック人員削減 1～3月 16.8万人 昨年の通年超え 

  ・中国、台湾周辺で軍事演習 蔡氏訪米に対抗 抑制的、来年 1月の総裁選意識か 

  ・北米の EV生産 日本は 1％未満 税優遇策受け欧米勢先行 

04/10・テスラ、上海に蓄電池工場 大容量品を生産、来年稼働 

  ・経常黒字 2兆 1972億円 2月、貿易赤字は 6000億円 資源輸入高止まり 

  ・中国、資源で人民元決済拡大 ブラジルと貿易・投資で合意 ドルに対抗 ＜1＞ 

04/11・植田総裁日銀始動 金融緩和「継続が妥当」 物価 2％達成「簡単ではない」 

  ・外国人の転職制限を緩和 政府、新制度検討 技能実習は廃止 ゆがみ解消急務 

    人手不足が迫る改革 「人材確保・育成」に軸足 

・銀行の債券含み損膨らむ 米中堅 1割、実質資本不足 IMF（国際通貨基金）試算 

  ・世界経済、先行き「赤信号」世界銀行総裁が言及 金融不安の影響長期化も 

  ・パソコン世界出荷 29％減 1～3月台数 アップルは 4割減 ＜2＞ 

04/12・米、台湾と無人機生産協議 防衛 25社 4年ぶり訪台計画 

  ・企業物価３月 7.2％上昇 伸び鈍化 昨年度は最高の 9.3％ 資源価格高と円安で 

  ・仏大統領発言、各国が批判 台湾情勢「米中の追随回避を」 欧州結束に影 

04/13・米消費者物価 5.0％上昇 3月、9ヶ月連続鈍化 市場予想下回る ＜3＞ 

  ・日本の人口、12年連続減 昨年 1億 2494万人 外国人増、労働力なお不足 ＜4＞ 

    日本人 75 万人減 外国人 19 万人増 生産年齢人口（15～64 歳）29 万人超減 

  ・米・フィリピン、対中警戒鮮明 外務国防２プラス２、米拠点４カ所増 ＜５＞ 

  ・カナダ中銀、金利据え置き 4.5％ 引締め効果見極め 年内利下げは否定 

04/14・アマゾン、生成 AI参入 自社クラウド経由で提供 

  ・途上国債務 世界の重荷に 米利上げで債務膨張  中国の出方焦点 

すでに 61 カ国が債務危機に直面 米ボストン大、70 兆円の減免必要と指摘 

G20（20 ヵ国財務相・中銀総裁会議）、「迅速に処理」も共同声明見送り 

  ・シリア、サウジと国交正常化 外相会談で合意 薄れる米欧の影響力 ＜6＞ 

  ・FRB、追加利上げ探る 「年後半に景気後退」予測も 

  ・大阪 IR（カジノを含む統合型リゾート）、政府が認定 29年開業目標 

04/15・ブラジル・中国首脳会談 気候変動巡り共同声明 途上国支援訴え 

    2009 年 COP 合意が果たされず（先進国が年 1000億ドル、約 13兆 3000 億円を途上国に支援） 

  ・独、全原発停止 福島事故で方針転換 廃炉まで 15年見込み 

  ・TikTok、初の全面禁止 米モンタナ州法案可決 事業者に 1件につき罰金 130万円 

  ・米小売売上高 1.0％減 3月 物価高で消費者心理悪化 

  ・米、機密共有の制限指示 大統領声明 文書流出、再発防ぐ 米州兵を起訴 

  ・中国住宅、都市 9割で上昇 3月新築価格 経済復調で割安感 



 


